
斎藤いくま委員長の集会発言！

闘う労働組合である動労千葉の訪韓団の一員と

して、私も参加をして「21世紀最大規模のデモ」

というものを、目の当たりにしてきて、「こうい

う運動が日本にも必要なんだ」という事を、改め

て思って非常に感動しました。そして、学生とい

う立場で見るならば、民衆総決起闘争の現場に、

多くの青年や学生が参加していることに非常に感

動しました。

今、「21世紀最大規模のデモ」と言われるデモ

は、「21世紀最大」を更新しながら更に進んで、30日の闘い

は民主労総を中心にして、全てを止めるゼネスト＝民衆ゼネ

ストという事が言われています。

その中でパククネは、戦争を始めることによって延命する。

こういう動きを顕著にしています。

私はこの運動が、なんで可能になったのかと

知りたい思いでいました。訪韓闘争の最中に、

民主労総の方に質問なんかもしたんですけども、

学生運動出身で、民主労総の中軸を担っている

方から、こういう話を聞きました。

韓国でも学生運動は15年近く、盛り上がって

いなかったという話なんですけども、2013年に

鉄道労組がストライキに立ち上がって、その中

で大学の中に、「ストライキに連帯しよう」、

「自分達がこの国のこと、この社会のことを考

えるべきだ」と訴えて連帯する壁新聞が貼られ

て、多くの学生の思いになっていく中で、民営化に反対し、

金儲けの論理に対して反対していく。こういう学生運動が、

前提として作りあげられ、運動が盛り上がり、学生の参加が

勝ち取られたという事が少し見えてきました。

全学連は、今の大学の現実であり、この間の過労死の問題
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に象徴されている大学の在り方。学問を商品にして、軍事研

究に大学が協力する。こういう状況の中で、今の大学は社会

の縮図だという事を見据えて、何よりも労働者と連帯して、

大学の中から学生の闘いを爆発させようと訴え、闘っていま

す。

昨年の10月に行われた、京都大学での戦争反対を訴えるス

トライキに対して、京都大学が53年振りにストライキの先頭

に立った4人の学生に、無期停学という重処分が下されていま

す。この処分は、今の社会を打ち破る先端に立っているから

こそ、権力の側から弾圧が来たんだろうと思ってます。

この処分を必ずぶち破って、京都大学での第２波ストライ

キ、全国大学反戦ストライキへの実現を、もう一度勝ち取っ

ていく。こういう運動を作っていくことが、必ず安倍政権の

政治を僕らの足元から打ち砕いていく力になると思いますし、

星野文昭さんを取り戻す力になると思います。是非皆さん。

共に闘っていきましょう。

最後に、全学連は公安警察に対して告訴・国賠を仕掛ける

という事を始めています。運動に関わってきた人全ての人の

胸がすくものにしてやりたいと思っているんで、公安警察の

跳ね上がりを叩いて、ボコボコにしてやろうと思っています。

カンパ等もよろしくお願いします。ありがとうございました。

●11･23京都市内デモが大高揚！

11月23日、京都大学全学自治会同学会の主催で「反戦バリ

スト処分撤回、朝鮮核戦争阻止、韓国ゼネスト連帯」をメイ

ンテーマに訴えてデモを行いました。八尾北医療労組や全国

水平同盟、婦人民主クラブ全国協議会など地域の仲間たちも

集まっていただき、夜７時の京都市内を元気にデモしました。

三条大橋下の河原でのデモ直前の意志一致では作部同学会

委員長が改めて趣旨を提起。「韓国では100万の民衆総決起が

パククネ政権打倒を超えて革命情勢を手繰り寄せている。民

主労総のゼネストをはじめとする職場からの不屈の決起がこ

の情勢を生み出した。朝鮮侵略戦争が切迫する中、日本から

も安倍政権打倒の闘いで連帯し、韓国のような闘いをつくり

だすため、必ず処分を撤回させて次のバリストを勝ちとりた

い。韓国の仲間たちに続こう」と訴えました。デモは「パク

クネ打倒、安倍打倒、トランプ打倒」「国際連帯で戦争とめ

よう」「戦争阻止は命がけ」などコールしながら折に触れて

短くデモの趣旨を説明し、街頭に支持と連帯を訴えました。

デモに沿って配布した京大４学生処分撤回を訴えるリーフ

は300枚近く受け取られ、拍手をしながらデモに飛び入りする

労働者が出てきてくれる、三条河原にいたストリートミュー

ジシャンが私たちのデモの趣旨を聞いてくれ、デモ隊の出発

を「インターナショナル」を演奏して送り出してくれるなど

多くの注目と反響がありました。デモ終了後には勢いそのま

まにみんなで「インターナショナル」を熱唱して団結をうち

固め、このデモは韓国のような大闘争を日本からもつくりだ

していく新たな出発点になったと思います。 （全学連・Ｓ）

改憲阻止！ 民主労総ゼネスト連帯！
京大反戦ストへの無期停学処分撤回!

京大キャンパス集会
12月12日(月) 11:50 京大時計台前集合

京都市集会＆デモ
12月12日（月）18:30 三条大橋下集合

＜呼びかけ＞京大同学会中執


